
2 学期末となり、いよいよ新しい年を迎えようとしています。松戸向陽高校の第２期生の高校生活も残すと

ころ、あとわずかになりました。２学期は進路活動が本番を迎え、就職希望者では履歴書の作成や面接練習、

推薦による進学希望者では課題の作文や面接練習などがあり、生徒は苦労しながらも進路決定に向けて取り組

んできました。新しい年を迎えると、進学では一般入試が始まり、また、福祉教養科では、介護福祉士の国家

試験もあります。高校生活最後の冬休みは、各自の目標達成と将来の夢実現に向けて取り組んで欲しいと思い

ます。

（12 月 19 日現在）

合計 男子 女子

在 籍 ２３５ ８６ １４９

進路内定者 １７４ ６７ １０７

進路内定率 約７４％

合計 男子 女子

就職
希望者 ７１ ３３ ３８

内定者 ６０ ２８ ３２

大学短大
希望者 ５９ ２４ ３５

決定者 ４８ １９ ２９

専門学校
希望者 ７５ ２３ ５２

決定者 ６６ ２０ ４６

進路未定者
(アルバイト希望者を含む)

３０ ６ ２４

☆現在も、就職活動や進学活動が継続中です。特に、就職は長引く不景気で厳しい状況にありますが、今年は

求人・採用状況が昨年よりも若干の回復傾向にあるようです。今後も求人や企業合同説明会等の案内が入って

きますので、諦めず担任や進路指導部の職員の指導を仰ぎながら、就職活動に取り組んでもらいたいと思って

います。一方、ＡＯ入試を含めた推薦入試に臨んだ生徒の中には、出願書類の準備が遅れたり、合格決定後の

手続きの遅れが何件かありました。いずれも大過なく済みましたが、ご家庭でも各種手続きに関する期日など

を把握いただき、お子様に確認するようによろしくお願い致します。

《10 月 23 日 調理室にて》
3 年選択のフードデザインの授業で、「おさかな講習会」が実施されました。おさかな普及員と千葉県農林水

産部の方をお招きし、いわし料理などを学びました。今回、特別に「伊勢海老」もあり、生徒は真剣に調理法

を学んでくれました。
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介護実習が 10 月 1 日から 10 月 22 日の 3 週間に渡って実施されました。この実習は、これまでの福祉授業

の集大成としての意味合いがあり、各自が利用者に合わせた介護計画を立案し、現場での実習を通じて、評価

の重要性を理解するという目的がありました。実習の合間に本校に足を運んだ生徒もいましたが、緊張感と疲

労が入り混じった表情で、充実した実習となっている様子が伝わってきました。11 月 30 日の「授業練磨の日」

（公開授業）に合わせて行われた実習報告会では、代表生徒６名がパワーポイントを使って実習報告を行いま

した。多くの学校関係者や地域の方、実習施設の方などが参観するなか、堂々とした発表で、終了後に本校で

行われたミニ集会では、本校の福祉教養科生徒の専門性と介護への意識が高く評価されました。

1 月の主な予定

７日（月） 始業式・整容指導

８日（火）～平常授業開始

１１日（金） PTA 役員、理事会

２７日（日） 介護福祉士国家試験（福祉教養科）

２８（月）～３１日（木） 学年末考査 よい年をお迎えください

《発表テーマと発表者》
１ 食事を拒否する利用者への食事形態の変更と声掛けの効果と課題（菅原みゆ）
２ 感情の起伏が激しい利用者に対する余暇活動の効果と課題（笹森まどか）
３ 片麻痺のある利用者への体温保持の効果と課題（飯塚美紀）
４ 食べこぼしなく食事摂食したい利用者への食事面の援助の効果と課題（関和桃菜）
５ 物盗られ妄想が頻繁にある利用者への余暇活動の効果と課題（谷川智聡）
６ 立位保持が難しい利用者に対する下肢の体操と環境整備の効果と課題（木川田遊依）

①基本的な生活習慣が大切です。

欠席や遅刻が相変わらず多い生徒がみられます。３学期は、朝の SHR からスタートできるよう

に冬休み中から生活習慣の管理、健康の管理に努めるようお願い致します。

②学習への取り組みが大切です。

学習に意欲的に取り組んだ生徒もおりますが、一方で単位の履修、修得がかなり厳しい状況に

ある生徒もおります。課題への取り組み、授業への出席、学習意欲などが大切です。

③進路決定と決定後の取り組みが大切です。

進路決定は次へのスタートでもあります。既に、進路が決まっている場合には、冬休み中から

やるべきことを考え、次の目標や計画を立ててください。

④生命の尊重と交通安全意識

自動車免許取得のための教習所入所につきましてはこれまでにお伝えしたとおり次のようになっ

ております。学業第一を約束した上で許可しておりますので、ご家庭でもご確認ください。

・就職の都合上やむを得ず必要な生徒は第二学期末考査最終日（本年は 12 月 13 日）から、それ

以外の生徒は学年末考査終了後（2月１日）から、教習所の入所を認める。

・「自動車教習所入所許可願」を学校へ提出する。

・原付、自動二輪の教習、免許取得は許可しない。

・自動車の免許は卒業後に取得する。（免許センターでの最終試験は卒業まで受けない）


